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ANA HOLDINGS NEWS 
     ２０１３年７月３０日 

 平成２６年３月期 第１四半期決算について  

ＡＮＡホールディングスは、本日７月３０日（火）、平成２６年３月期 第１四半期決算を取りまとめ

ました。詳細は「平成２６年３月期 第１四半期決算短信」をご参照ください。 
 
１．平成２６年３月期 第１四半期の連結経営成績・連結財政状態 

（１）概況 
・当第１四半期のわが国経済は、個人消費の持ち直しや設備投資が下げ止まりつつある中で、

景気が着実に改善しています。また、先行きについては、昨年末以降の政府の景気対策によ

る効果が、企業収益の改善や家計所得、投資の増加につながり、景気回復に向かうことが期

待されています。 
・航空事業において、運航停止となっていたボーイング７８７型機は、関係当局の指示に基づき

全機体のバッテリーを改修し、安全性を確認した上で６月１日より定期便運航を再開しました

が、運航停止による減収に加え、燃油費を中心に為替影響を受けたこと等により営業費用が

増加しました。なお、英国スカイトラックス社から前期の５ＳＴＡＲの認定に続き、空港サービス

と機内客室清掃の２部門において、 も優秀なエアラインとして選ばれました。 
・持株会社制のもと「２０１３－１５年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略」に掲げたグループ経営ビ

ジョン「世界のリーディングエアライングループ」の実現を目指し、継続したコスト構造改革を遂

行し、経営基盤の強化に努めています。また、新たな成長領域の拡大に向けたマルチブランド

戦略の推進と、アジアを中心とした戦略的投資による航空関連ビジネス等の多角化戦略を、

着実に遂行してまいります。 
 

これらの結果、第１四半期の連結経営成績は売上高は３，５８３億円となりましたが、営業損

失は５６億円、経常損失は１１２億円、四半期純損失は６６億円となりました。 
単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
平成２６年３月期 

第１四半期 
平成２５年３月期 

第１四半期 増減 増減率(%) 

売 上 高 ３，５８３    ３，４３１ １５１   ４．４ 

営 業 費 用 ３，６３９    ３，３２１ ３１８   ９．６ 

営 業 損 益 ▲ ５６        １１０ ▲１６６  ――  

営 業 外 損 益 ▲ ５６      ▲６３ ７  ―― 

経 常 損 益 ▲１１２         ４６ ▲１５９  ――  

特 別 損 益    １８       ▲ ２ ２０  ―― 

当 期 純 損 益 ▲ ６６          ６ ▲７３  ―― 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 
平成２６年３月期 

第１四半期 
平成２５年３月期 

第１四半期 増減 
【セグメント情報】※１ 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 ３，１２３ ▲６５ ２，９９３ ９０ １３０ ▲１５６ 

航空関連事業 ４５７ １２ ４２１ ２ ３５ ９ 

旅 行 事 業 ３６３ ６ ３４７ ８ １６ ▲  ２ 

商 社 事 業 ２６４ ７ ２４６ ６ １８ ０ 

そ の 他 ７０ １ ６９ ２ １ ▲  ０ 
※１ 当第１四半期より報告セグメント区分を「航空事業」、「航空関連事業」、「旅行事業」、「商社事業」としております。  

前第１四半期の売上高、営業利益及び増減率については、変更後のセグメント区分により作成されています。 
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（２）航空事業 

①国内線旅客 

・堅調なビジネス需要とプレジャー需要を確実に取り込んだことに加え、ボーイング７８７型機

の運航停止による影響を 小限にするべく、他の機材効率を上げ欠航便数を抑える等の対

応を行った結果、旅客数は前年同期を上回りました。しかし、プレジャー需要の拡大等により

単価が下落したことから、収入は前年同期を下回りました。 

・サマーダイヤから秋田＝札幌線、成田＝広島線を新設したほか、羽田＝石垣線、長崎・熊本

＝沖縄線を再開する等、ネットワークの充実による利便性の向上に努めました。 
・サービス面では、より安心してＡＮＡの空の旅をご案内する電話窓口「ＡＮＡあんしんご予約デ

スク」を新設したほか、本邦航空会社では初となる累計搭乗距離に応じたマイレージサービス

「ＡＮＡ Ｍｉｌｌｉｏｎ Ｍｉｌｅｒプログラム」を開始する等、サービス強化に努め、フルサービスキャリ

アとして差別化を図りました。 

結果として、国内線旅客収入は１８億円の減収（前年同期比１．３％減）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
平成２６年３月期 

第１四半期 
平成２５年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%)) 

旅客収入（億円） １，４７３ １，４９２   ▲ １８ ▲１．３ 

旅客数（千人） ９，６９０ ９，５０２ １８７ ２．０ 

座席キロ（百万座席キロ） １４，９０９ １４，２５６ ６５３ ４．６ 

旅客キロ（百万人キロ） ８，４９５ ８，２９６ １９９ ２．４ 

利用率（％） ５７．０ ５８．２   ▲１．２ ――― 

 

 

 ②国際線旅客 
・欧米線においては、ビジネス・プレジャー需要ともに堅調に推移しましたが、反日デモの影響

により需要が減退した中国線においては、プレジャー需要が引き続き影響を受けており、旅

客数は前年同期を下回りました。一方、収入はイールドマネジメントの強化等による単価上昇

により、前年同期を上回りました。 

・ボーイング７８７型機の運航停止により、欠航していた成田＝シアトル・サンノゼ線を６月１日

より再開し、北米線ネットワークを回復・強化するとともに、北米＝アジア間の接続旅客の取り

込みに努めました。 

・サービス面では、成田空港におけるＡＮＡラウンジの座席数を増やしたことをはじめ、ＡＮＡオ

リジナル機内食を充実させる等、サービス強化に努めフルサ－ビスキャリアとしての差別化を

図りました。 

結果として、国際線旅客収入は６２億円の増収（前年同期比７．５％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
平成２６年３月期 

第１四半期 
平成２５年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ８９５ ８３２ ６２ ７．５ 

旅客数（千人） １，４３６ １，５９２ ▲１５６ ▲９．８ 

座席キロ（百万座席キロ） ９，８０５ ９，０５９ ７４６ ８．２ 

旅客キロ（百万人キロ） ６，９６３ ６，８１８ １４５ ２．１ 

利用率（％） ７１．０ ７５．３ ▲４．２ ――― 
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③貨物 

・国内線貨物は、地上輸送及び競合他社との競争激化に加えて、北海道・九州・沖縄発の生鮮

貨物の取扱が減少したこと等に伴い、輸送重量・収入ともに前年同期を下回りました。 

・国際線貨物は、日本発貨物や需要が堅調なアジア・中国発欧米向け、欧米発アジア・中国向

け、沖縄貨物ハブを活用したアジア域内貨物等の三国間輸送を積極的に取り込んだ結果、輸

送重量・収入ともに前年同期を上回りました。 

結果として、国内線貨物収入は４億円の減収（前年同期比６．３％減）、国際線貨物収入は  

３０億円の増収（前年同期比１４．０％増）となりました。 
   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
平成２６年３月期 

第１四半期 
平成２５年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

貨物収入（億円）  ７１  ７６ ▲ ４ ▲６．３ 

輸送重量（千トン） １０１ １０６ ▲ ５  ▲４．８ 
国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） １０１ １０７ ▲ ５  ▲５．１ 

貨物収入（億円） ２４５ ２１５ ３０ １４．０ 

輸送重量（千トン） １６２ １４６ １６ １１．２ 
国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ６６６ ５８５ ８０ １３．８ 

 
④その他 

･整備受託収入、エアアジア・ジャパン㈱等の収入を含んだ航空事業におけるその他の収入は、

４１７億円（前年同期比１６．０％増）となりました。 
･エアアジア・ジャパン㈱の当第１四半期における輸送実績は、国内線で旅客数は１４４千人、座

席キロは２７５，４７３千席キロ、旅客キロは１５２，７５９千人キロ、利用率は５５．５％、国際線

で旅客数は３９千人、座席キロは８５，０１５千席キロ、旅客キロは４４，２６７千人キロ、利用率

は５２．１％となりました。なお、当社とＡｉｒＡｓｉａ Ｂｅｒｈａｄとの共同事業として設立したエアアジ

ア・ジャパン㈱については、当社が主体的に当該社の運営を行い、日本マーケットに合致した

ビジネスモデルに改めるため、６月末に共同事業を解消し当社１００％子会社といたしました。 
 

（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

・航空関連事業においては、千歳空港や関西空港の空港地上支援業務の受託増や㈱ＯＣＳの

収入増、本年４月より営業を開始したＡＮＡエアポートサービス㈱の収入を計上したこと等によ

り、当第１四半期の売上高は４５７億円（前年同期比８．５％増）、営業利益は１２億円（前年同

期比３３６．７％増）となりました 

・旅行事業においては、中国・東アジア方面への旅行需要の低迷が続きましたが、東京ディズ 

ニーリゾートやスカイツリー等を目的とした関東方面への旅行や新石垣空港開港に伴う沖縄方

面への旅行が好調に推移したことに加え、海外旅行の新商品「ＡＮＡワンダーアース」や訪日

旅行が好調に推移し、当第１四半期の売上高は３６３億円（前年同期比４．６％増）となりました。

一方、原価増等により、営業利益は６億円（前年同期比２９．６％減）となりました。 

・商社事業においては、空港免税店、空港物販店での売上が堅調に推移したことに加え、通販

サイトの取り扱いが増えたこと等により、当第１四半期の売上高は２６４億円（前年同期比７．

４％増）、営業利益は７億円（前年同期比１４．９％増）となりました。 

・その他については、ビルメンテナンス事業や不動産事業が好調に推移した結果、当第１四半

期の売上高は７０億円（前年同期比１．９％増）、営業利益は１億円（前年同期比３８．５％減）と

なりました。 
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（４）連結財政状態 
（自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
平成２６年３月期 

第１四半期 
平成２５年３月期 増減 

総資産（億円）       ２１，４１０   ２１，３７２ ３８ 

自己資本（億円）  （注１）        ７，４５３    ７，６６７ ▲２１４ 

自己資本比率（％）           ３４．８      ３５．９   ▲１．１ 

有利子負債残高（億円） （注２）        ８，６２２     ８，９７１ ▲３４８ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３）          １．２       １．２ ▲０．０ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（５）連結キャッシュ・フロー 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成２６年３月期 

第１四半期 
平成２５年３月期 

第１四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ７５３ ５０６ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ６９５ ▲３５８ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲４９４ ▲１２６ 

現金および現金同等物期末残高  ２，８６８ ２，６８１ 

減価償却費 ３３９ ２９９ 

 

２．平成２６年３月期の見通し  
・わが国経済の見通しは、依然として海外景気の下振れ懸念による景気の下押しリスクはあり

ますが、政府の継続した景気対策による景気回復が期待されております。 

・当社グループを取り巻く環境は、海外景気の下振れ懸念や為替影響等、不透明な状況であり

ますが、「２０１３－１５年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略」において掲げた、経営基盤強化に

向けたコスト構造改革を確実に遂行するとともに、新たな成長領域の拡大に向けたマルチブラ

ンド戦略の推進と、アジアを中心とした戦略的投資を加速させ、航空関連ビジネス等の多角化

戦略を遂行してまいります。 

 

以上により、平成２６年３月期の連結業績見通しは、４月３０日に発表いたしました業績予想

を据え置きます。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２６年３月期見通し（連結業績）】 予想 前期実績 
（平成２５年３月期） 

増減 

売 上 高 １６，１００  １４，８３５ １，２６４ 

営 業 利 益  １，１００ １，０３８ ６１ 

経 常 利 益     ８００      ７６９ ３０ 

当 期 純 利 益     ４５０      ４３１ １８ 

以 上 


